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品詞と文型 

 

「品詞」と「文の要素」は別！ 

 

品詞 

・他の部分との繋がりを表すもの 

・名詞、助動詞、動詞、形容詞、副詞、接続詞、前置詞、間投詞の８つ 

・不定詞、動名詞、分詞、関係詞、疑問詞などは品詞の名前ではない 

 

文の要素 

・その文の中での位置（ポジション）を表すもの 

・Ｓ（主語）、Ｖ（述語動詞）、Ｏ（目的語）、Ｃ（補語）、Ｍ（修飾語）の５つ 

・英語の語順を把握する力を伸ばすために使う 

 

 

８つの品詞 

 

１．名詞のはたらき（５つ） 

主語Ｓになる、補語Ｃになる、他動詞の目的語Ｏになる、前置詞の目的語Ｏになる、 

前の名詞を同格的に修飾する（例外的なＭ） 

 

 名詞と同じはたらきをするもの（４つ） 

(a)名詞的用法の不定詞 (b)動名詞 (c)that 節 (d)間接疑問文 

 

それぞれの具体的な内容はこれから学ぶとして、これらを「大きな名詞のカタマリなんだ

な！」と見なせるようになると、英語の語順を把握しやすくなる。 

 

(a) It is possible to live without a car in this city. 

(b) My morning routine is waking up and drinking lukewarm water. 

(c) I hope that your action will inspire others. 

(d) I don't understand if she understands what you are saying. 

 

 

２．助動詞のはたらき 

動詞にさまざまな意味を付け加えるが、多くの助動詞に共通するのは「推量」の意味 
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３．動詞のはたらき 

目的語Ｏを必要としない自動詞と、目的語Ｏを必要とする他動詞に大別される。初めは盲点

かも知れないが、自動詞と他動詞の違いは、多くの表現の意味や語順に影響している。 

 

 

４．形容詞のはたらき（２つ） 

名詞を修飾する（Ｍになる）、補語Ｃになる 

 

 形容詞と同じはたらきをするもの（６つ） 

(e)冠詞 (f)(代)名詞の所有格 (g)形容詞的用法の不定詞 

(h)分詞 (i)前置詞句 (j)関係詞節 

 

いろいろな名前が付いてはいるが、「結局は形容詞の一種ってことね！」と思えると、英語

の語順を把握するのが楽になる。 

 

(e) Could you pass me the salt, please? 

(f) Your way of thinking is narrow-minded. 

(g1) I have some assignments to do today. 

(g2) The forecast for heavy, steady rain has forced us to cancel the event. 

(h1) I reported the running guy to the police. 

(h2) Don't leave the water running. 

(i) I'm reading a book on psychology. 

(j) The little girl who lives next door is so friendly. 

 

 

５．副詞のはたらき（大別すると２つ） 

動詞を修飾する（Ｍになる）、形容詞や副詞を修飾する（Ｍになる） 

 

 副詞と同じはたらきをするもの（４つ） 

(k)副詞的用法の不定詞 (l)分詞構文 (m)前置詞句 (n) 接続詞が導く副詞節 

 

それぞれの具体的な内容はこれから学ぶとして、これらを「大きな副詞のカタマリなんだ

な！」と見なせるようになると、英語の語順を把握しやすくなる。 

 

 

(k) We would like to get more details to understand your concern better. 

(l) Judging from his character, I am not surprised. 
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(m) I agree with you on this point. 

(n) I'll explain everything when I see you tomorrow. 

 

 

６．前置詞のはたらき 

後ろに名詞を従えて、前置詞句をつくる。前置詞句は、形容詞句または副詞句としてはたら

く。 

 

 

７．接続詞のはたらき 

等位接続詞と従位接続詞の２種類がある 

 

７－１．等位接続詞 

and, but, or, so, for の５つ。語と語や、句と句を繋ぐこともあり、必ずしも後ろにＳＶ

構造が続くとは限らない。特に and については、何と何が繋がれているかを、文法・文脈

の両面から考えるのが重要。 

 

７－２．従位接続詞 

従属接続詞ともいう。後ろには必ずＳＶ構造を従え、従属節をつくる。その従属節は、(o)

名詞節・(p)形容詞節・(q)副詞節としてはたらく。 

 

(o1) I believe (that) I can create something wonderful. 

(o2) It is doubtful whether he is saying the truth. 

(p) Now is the time when we step into the future. 

(q) Nothing will change unless you make an effort to change it. 

 

 

８．間投詞のはたらき 

会話の間に投げかける言葉。Hey! や Oh! など。 

 

 

  



 

4 

 

 

英語の理解や表現を支える５つの文型 

 

第１文型（ＳＶ） 

 

第２文型（ＳＶＣ） 

「ＳはＣである」「ＳはＣになる」「ＳはＣに見える」など、Ｓ＝Ｃという関係を表す文型。 

 

 第２文型（ＳＶＣ）をつくる代表的な動詞  

 

１．状態を表すもの 

be（～である）   keep（意識的に～のままでいる） 

remain（～のままである）  stay（～のままである） 

 

(r) You are beautiful. 

(s) The restaurant remained closed. 

 

２．状態の変化を表すもの 

come（望ましい状態になる）  become（～になる） 

get（～になる）   grow（徐々に～になる） 

turn（変化して～になる）  go（望ましくない状態になる） 

fall（～の状態に陥る） 

 

(t) She got married to him knowing that. 

(u) Something went wrong with my car. 

 

３．五感を表すもの 

look（～に見える／物理的・外見的に） seem（～に思える／主観的に） 

appear（～に思える／客観的に）  sound（～に聞こえる） 

taste（～の味がする）   smell（～に臭う） 

feel（～の感じがする） 

 

(v) This pizza tastes so good! 

 

第３文型（ＳＶＯ） 

他動詞を使った文型のうち、目的語Ｏを１つだけ取る、もっともシンプルな文型。 
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第４文型（ＳＶＯＯ） 

「人＋物」という語順を取る文型。「人に～を与える」という意味の他動詞が使われる。 

 

 第４文型（ＳＶＯＯ）をつくる代表的な動詞  

give, buy, show, offer, hand, pass, send, 

teach, tell, pay, lend, do, deny, envy など 

 

(w) I hope the break does you good and you come back with renewed energy. 

(x) We will offer you free sample products. 

 

第５文型（ＳＶＯＣ） 

「ＯがＣであるのを～する」「ＯがＣするのを～する」というように、 ＯとＣの部分に主語

－述語の関係が成り立っている文型。 

 

 第５文型（ＳＶＯＣ）をつくる代表的な動詞  

get, keep, leave, find, think, feel, call, name, elect, make, have, let, 

see, notice, watch, hear, look at, listen to など 

 

(y) Keep your phone on just in case. 

(z) last weekend I got my bad/decayed tooth pulled. 


